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      ２つの大会報告 

第３回かごしま・人・まち・デザイン賞 

  景観づくり部門 大賞  受賞 
 

鹿
児
島
県
が
公
募
し
て

い
る
上
記
の
賞
に
、
村
西

自
治
会
が
「
里
町
武
家
屋

敷
跡
の
玉
石
垣
」
で
応
募

し
、
見
事
大
賞
を
受
賞

し
、
二
月
十
八
日
県
知
事

室
で
表
彰
式
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

通
称
中
町
馬
場
と
呼
ば

れ
る
武
家
屋
敷
跡
通
り

は
、
通
り
に
め
ん
す
る
各

家
で
毎
朝
き
れ
い
に
掃
除

さ
れ
て
い
て
、
通
る
人
の

気
持
ち
を
さ
わ
や
か
に
し

て
い
ま
す
。
訪
れ
る
観
光

客
に
も
大
変
好
評
で
す
。 

 

 

玉
石
垣
に
鹿
の
子
ゆ
り

の
植
栽
を
し
、
地
域
の
供

養
が
目
的
で
始
め
ら
れ
た

お
盆
の
竹
灯
篭
も
風
物
誌

と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治

会
活
動
と
と
も
に
、
地
域

の
誇
り
と
な
り
、
薩
摩
藩

の
外
城
制
度
の
佇
ま
い
を

残
す
遺
産
と
し
て
、
今
後

の
保
存
や
継
承
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

綱
引
き
大
会 

 

一
月
三
十
一
日
（
日
）
熊
本
で
開
催
さ
れ
た

「
九
州
オ
ー
プ
ン
綱
引
き
大
会
２
０
１
６
」
に
、

鹿
児
島
県
か
ら
出
場
を
果
た
し
た
里
研
引
会
（
一

般
男
子
チ
ー
ム
）
は
、
ベ
ス
ト
８
入
り
。
里
小
学

校
綱
引
き
部
は
児
童
の
部
で
第
３
位
の
好
成
績
で

し
た
。 

 

厳
し
い
練
習
を
こ
え
、
前
に
進
む
意
欲
を
育

て
、
大
人
の
チ
ー
ム
も
子
ど
も
の
チ
ー
ム
も
み
ん

な
で
逞
し
く
な
っ
て
い
く
姿
を
、
披
露
し
ま
し

た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
里
少
年
武
道
大
会 

 

二
月
十
一
日
（
木
）
第
三
十
六
回

に
な
る
右
記
の
大
会
が
、
上
甑
中
学

校
や
鹿
島
と
下
甑
の
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
も
参
加
し
、
里
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
柔
道
は
午
前
中

に
、
剣
道
は
午
後
か
ら
行
わ
れ
、
普

段
の
練
習
の
成
果
を
か
け
て
の
学
年

別
の
戦
い
は
、
大
変
見
ご
た
え
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

甑
島
の
武
道
の
伝
統
が
、
光
る
一

日
で
し
た
。 

 

二
月
二
十
日
（
土
）
里
公

民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
里

地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
主
催
の
上
記
の
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
単
位
子
ど

も
会
ご
と
に
日
頃
の
朝
・
夕

読
み
活
動
の
成
果
を
発
表
。 

 

八
人
の
発
表
者
の
中
か
ら

最
優
秀
賞
は
薗
下
「
小
さ
な

手
袋
」
を
朗
読
し
た
里
中
２

年
、
日
笠
山
聖
さ
ん
。
優
秀

賞
は
薗
上
「
プ
ラ
タ
ナ
ス
の

木
」
を
朗
読
し
た
里
小
４
年

堀
之
内
彩
乃
さ
ん
で
し
た
。 

 

「
里
読
書
の
集
い
」
に
引
き
続
き
、
第
二
十
回
ト
ン
ボ

ロ
芸
術
村
コ
ン
テ
ス
ト
の
授
賞
式
も
行
わ
れ
、
里
地
区
か

ら
は
、
絵
画
部
門
中
学
生
の
部
の
金
賞
に
馬
場
琉
玄
さ

ん
、
写
真
部
門
一
般
の
部
優
秀
賞
に
野
島
秋
彦
さ
ん
、
書

道
部
門
一
般
の
部
優
秀
賞
に
東
美
紀
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 


